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Abstract:  ‘Transitivity’ is one of the most important linguistic phenomena related to the semantico-
syntactic structure of predicates. Th e main goal of this project is to shed light on how semantic 
transitivity is reﬂected in (i) the construal of an event, (ii) the linguistic encoding of an event, and (iii) 
the acquisition of transitive and intransitive verbs by Japanese as a foreign language ( JFL) learners. 
Th rough detailed investigations of about 40 languages around the globe, including Japanese, and 
crosslinguistic comparisons among these languages, we aim to make a contribution to deepening our 



















ゴリーの境界がファジー（曖昧）であることが明らかにされた（詳細は Lakoff  (1987)，2章
を参照）。この認知心理学の知見を言語学に取り入れ，他動性に関する研究をすすめたのが
Lakoff  (1977)やHopper and Th ompson (1980)である。これらの研究は他動性のプロトタイプ
を特徴付けたパイオニア的なものであり，後の他動性に関する研究に絶大な影響を与え続け
ている。Hopper and Th ompson (1980)が提案する他動性のプロトタイプの特徴付けについて
は様々な和訳があるが，ここでは角田（2007: 4）を採用する。
表 1　Hopper and Th ompson (1980)の他動性のプロトタイプ
高い 低い
A. Participants（参加者） 2人以上：動作主と対象 1人
B. Kinesis（動作様態，動き） 動作 非動作
C. Aspect（アスペクト） 動作限界あり 動作限界なし
D. Punctuality（瞬間性） 瞬間 非瞬間
E.  Volitionality（意図性，意志性） 意図的 非意図的
F. Affi  rmation（肯定） 肯定 否定
G. Mode（現実性） 現実 非現実
H. Agency（動作能力，動作主性） 高い 低い




J.  Individuation of O（対象の個別化，
対象の個体化，個体性） 高い 低い
　Lakoff  (1977)，Hopper and Th ompson (1980)の研究以来，動詞を他動詞と自動詞に二分す
る古典的なカテゴリー化の考え方が見直された。他動詞と自動詞は連続体をなし，他動性は
度合い・程度の問題であり，その高低によって，他動性の連続体上に様々な節（clause）が
並べられるという理解が主流となってきた。本プロジェクトでは Lakoff  (1977)，Hopper and 

















































































































らかになった。本口頭発表の内容をまとめた論文は Japanese/Korean Linguistics Volume 
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Lakoff  (1977)やHopper and Th ompson (1980)の著名な研究以来，他動性は他動詞か否かの二極的と
いうより連続的・段階的なものであるということが広く受け入れられてきている。言い換えれば，
他動性とは全か無かというものではなく，度合い・程度の問題であるということになる。本プロジェ
クトの目標は言語類型論，心理言語学および第二言語習得研究の知見を統合し，意味的他動性が（i）
出来事の認識，（ii）その言語表現および（iii）言語習得（日本語学習者による日本語の自動詞と他
動詞の習得）にどのように反映されているのかを解明することである。日本語とアジアの諸言語を
含む世界の約 40言語を詳細に比較・検討し，それを通して，日本語などの個別言語の様相の解明
だけでなく，言語の多様性と普遍性についての研究に貢献することを目指す。
